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市
内
の　

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
今

６５

後
も
増
加
し
続
け
、
平
成　

年
度
に
は
、

２６

高
齢
化
率
は　

・
５�
に
達
す
る
こ
と
が

３０

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
、
地
域
の
在
り
方
と
は
何
か
を

考
え
「
高
齢
者
が
支
え
る
」「
高
齢
者
を

支
え
る
」
計
画
を
作
成
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
健
康
維
持
や

増
進
、
介
護
予
防
な
ど
介
護
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康

で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
計
画

で
は
「
安
心
と
生
き
が
い
の
あ
る
高
齢
者

福
祉
の
充
実
」
を
基
本
理
念
と
し
、
５
つ

の
基
本
体
系
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

作
成
に
当
た
っ
て
は
、　

歳
以
上
の
市

４０

民
の
代
表
や
学
識
経
験
者
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
関
係
者
で
組
織
す
る
「
恵
那
市
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
」を
設
置
し
、

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
介
護
保
険
の

対
象
と
な
る
市
民
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

か
ら
、
事
業
に
対
す
る
意
見
や
高
齢
者
を

取
り
巻
く
地
域
社
会
の
現
状
な
ど
を
聞

き
、
計
画
策
定
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

第４期
高齢者福祉計画
介護保険事業計画

　
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」
は
、
高
齢
者
の
保
健
、
福
祉
に
か
か
わ
る
総
合
的
な
計
画
で
す
。

「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
は
、
介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
計

画
で
す
。
こ
の
２
つ
の
計
画
は
、
高
齢
化
の
進
行
や
、
医
療
・
福
祉
制
度
な
ど
社
会
的
な

変
化
を
踏
ま
え
、
３
年
間
を
１
期
と
し
て
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
来
年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
第
４
期
計
画（
案
）の
概
要
を
お
知
ら
せ

２３

し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
２
２
・
１
２
３
）

地
域
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
、

　
　
　
　

生
き
が
い
づ
く
り
の
施
策
を
検
討

高
齢
者
の
た
め
の
計
画
に
ご
意
見
を

▲福祉センターで地域の高齢者の集いがあり、健康体操に取り組む皆さん

■
基
本
理
念
は
安
心
と
生
き
が

い
の
あ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実
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■５つの柱による高齢者福祉計画の基本体系
□老人クラブへの活動支援と地域高齢者の人材を活用した講座を実施
　するなど、高齢者の生きがい活動を支援します。
□労働意欲にあふれた高齢者の生きがいづくりのため、自主・自立を目
　指すシルバー人材センターの活動を支援します。

高齢者が生きがいをもっ
て生き生きと暮らす

□地域の人々や民生委員、専門機関などが連携し高齢者が抱えるさま
ざまな生活課題を解決する仕組みをつくります。（下図参照）

地域で支えるしくみをつ
くる

■地域見守りネット
ワークをつくります

　高齢者が住み慣れた地域で安
心して暮らしていくために、向
こう三軒両隣をはじめとした、
身近な地域での見守りや支援が
重要です。地域包括支援セン
ターが中心となり、各種団体や
組織間のネットワークをつく
り、地域住民を主体とした見守
り体制などの構築に努めます。
　多種多様な事例に、適切に対
応するため、警察や消防、医療
機関などの専門機関とのネット
ワークも強化します。

自治会

警察・消防

医療機関

社会福祉協議会 福祉あんしん
サポートセンター

高齢者・家族

介護予防サー
ビス事業者

介護サービス
事業者

居宅介護支援
事業者

民生委員 地域住民 ボランティア

地域包括支援
センター

恵那市

向こう三軒両隣の
見守り

見守り、相談、生活支援、
日常的な交流、社会参加支援

□生きがいづくりのためのふれあいサロン活動への参加促進と、生き
　がいデイサービス・転倒予防教室など介護予防事業を実施し、高齢者
　の閉じこもり防止と社会参加を促します。
□生活習慣病の予防、健康に関する正しい知識の認識や生活習慣病な
　どの改善支援や健康相談を行います。

高齢者がいつまでも元気
に暮らす

パブリック
コメント

□認知症に対する理解者と支援者の輪を広げる基盤を作ります。また
　認知症サポーターを増やしていくことで、認知症になっても安心し
　て暮らせる地域を目指します。
□はいかい高齢者や寝たきり高齢者の介護者を支援します。
□虚弱高齢者などが日常生活で自立した生活を送れるように、寝具消
　毒乾燥サービス・訪問理容サービス・見守り配食サービス・住宅改修
　の助成などを継続支援します。
□虚弱高齢者などの福祉支援や災害時の救護活動を支援するため、地
　域組織による「地域支え合いマップづくり」を推進します。
□バス停が遠い、車の運転ができないなど、公共交通機関の利用が困難
　な高齢者の外出手段を地域活動と共に考えます。
□市内の介護保険施設、在宅高齢者家庭やグループホームなどへ介護
　相談員を派遣し、介護者や本人の意見を聞きより良い介護保険サー
　ビスの在り方を提言します。
□成年後見制度の周知と利用促進を図ります。

住みなれた地域で安心し
て暮らす

□高齢者が、住み慣れた地域で安心して生活できるように、比較的小規
模で利用者の希望にきめ細かく対応できるサービスとして、認知症グ
ループホームやデイサービス、小規模多機能型居宅介護などの地域密
着型サービスを充実していきます。

介護を受けながら安心し
て暮らす
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■
要
介
護
・
要
支
援
認
定
率　

％
超
え
に

１６

　

左
の
図
は
市
内
の
高
齢
者
（　

歳
以
上
）
の
人
口
の
推
移
と
、

６５

そ
の
う
ち
、
介
護
の
必
要
の
程
度
を
市
が
認
定
す
る
要
介
護
・
要

支
援
認
定
を
受
け
た
方
の
割
合
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
は
、
平
成　

年
度
か
ら
８
年
後
の
平
成　

年
度
に

１８

２６

は
、
１
３
０
０
人
ほ
ど
増
え
、
１
万
６
千
人
余
り
に
上
昇
す
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
団
塊
の
世
代
の
方
が　

歳
以
上
に
な
り
、
高
齢

６５

者
人
口
の
増
加
に
比
べ
一
時
的
に
認
定
率
は
下
が
り
ま
す
が
、
今

後
は
認
定
率
も
上
昇
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
先
、
高
齢
者
人
口
と
認
定
率
の
上
昇
に
伴
い
、
介
護
保
険

の
需
要
は
、
さ
ら
に
高
ま
る
見
込
み
で
す
。

■
増
え
続
け
る
介
護
給
付
費

　

介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
３
年
ご
と
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
お
金
を
見
込
み
、　

歳
以
上

６５

の
方
の
介
護
保
険
料
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
お
金
の
う
ち
、
１
割

の
自
己
負
担
額
を
除
い
た
分
を
介
護
給
付
費
と
い

い
ま
す
。
介
護
給
付
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
給
付
費
は
、
認
定
者
数
の

■
介
護
給
付
費
が
年
々
増
加

増
加
や
介
護
報
酬
な
ど
か
ら
次
の
よ
う
に
推
計
さ

れ
ま
す
（
左
上
図
）。

　

第
４
期
は
第
３
期
に
比
べ
総
額
で
、
約　

億
円

２３

増
の
１
１
４
億
円
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
介

護
給
付
費
は
公
費
と
保
険
料
に
よ
り
賄
わ
れ
ま
す

（
左
下
図
）。
負
担
割
合
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、　

歳
以
上
の
方
の
負
担
す
る
割
合
は
介
護
給

６５

付
費
の　
�
で
す
。

２０

高齢者人口と認定率の推移

１７,０００

１６,０００

１５,０００

１４,０００

１３,０００

（人）
１７

１６

１５

１４

１３

（�）

１４,９６９

１５,３０６
１５,４８８ １５,５３８

１６,２８８

１４.３
１４.６

１５.５

１６.３

１６.2

Ｈ１８ Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２４ Ｈ２６

高齢者人口 認定率

１０

２０

３０

４０

４５
（億円）

介護給付費の年ごとの推移

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３
第３期 第４期

２８億
３０億

３３億

３６億
３８億

４０億

国２５％

県１２.５％

市１２.５％

４０～６４歳の
保険料３０％

６５歳以上の
保険料２０％

介護給付費の負担割合

介護給付費

認定者数

２,１４０ ２,１４０
２,２３４ ２,３０８

２,３９９ ２,４６９

１,０００

２,０００

３,０００

４,０００
（人）

介
護
保
険
事
業
計
画
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■
介
護
保
険
料
は
２
〜
９
％
の
増
額

　

現
在
、　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
基
準
額
で
月

６５

額
３
４
３
８
円
で
す
。
し
か
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

増
や
、　

歳
以
上
の
方
の
負
担
割
合
が　
�
か
ら　
�
に
上

６５

１９

２０

が
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
保
険
料
の
値
上
げ
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
行
い
、
大
幅
な
値
上
げ
は
抑

え
る
予
定
で
す
が
、
保
険
料
は
月
額
３
５
０
０
円
〜
３
７
５

０
円
（
約
２
―
９�
の
増
額
）
程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
人
一
人
の
介
護
保
険
料
は
、
自
分
の
所
得
と
家
族
の
方

が
課
税
か
非
課
税
か
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。
基
準
額
と

は
、
平
均
的
な
所
得
の
方
の
介
護
保
険
料
で
す
。

　

所
得
の
低
い
方
の
介
護
保
険
料
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
く

す
る
た
め
、
所
得
の
低
い
方
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
据

え
置
き
か
値
下
げ
を
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
所
得

の
高
い
方
に
つ
い
て
は
、
基
準
額
の
上
昇
率
以
上
の
値
上
げ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

計画（案）について、ご意見をお寄せください
　市では、市民の意見を計画に反映させるた
め、計画（案）についての意見を募集します。
　素案は、高齢福祉課、本庁舎情報公開コー
ナー、各振興事務所、市中央図書館で閲覧で
きます。市ウェブサイトにも掲載していま
す。閲覧期間は、意見募集期間と同じです。
□募集期間　１月５日�～１９日�

□意見応募方法　本紙折り込みの「広報直通
便」をご利用ください。通常の広報直通便と
区別するため、【高齢者福祉計画】などの見出
しを記入し、 投  函 してください。ファクスや

とう かん

メールでも応募できます。
□問い合わせ　高齢福祉課（内線１２２、１２３）�
２５-７２９４� koureifukushi@city.ena.lg.jp

■
介
護
保
険
料
、９
割
以
上
を
給
付
費
に
使
用

　

昨
年
度
、　

歳
以
上
の
方
が
支
払
っ
た
介
護
保
険
料
は
、
総
額

６５

６
億
２
９
４
７
万
円
で
、
す
べ
て
が
介
護
保
険
事
業
に
充
て
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
大
部
分
は
、
直
接
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で

あ
る
介
護
給
付
費
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

現在の保険料（基準額）

月額３,４３８円

来年度からの保険料（基準額）

月額３,５００円～３,７５０円

�

□介護給付費＝居宅サービス費（利用者
の自宅を訪問し、生活面での自立に向
けたサポートを行うホームヘルパーな
どの利用料）地域密着型サービス費（認
知症グループホームやデイサービス、
小規模多機能型居宅介護など比較的小
規模な施設の利用料）施設サービス費
（自宅での介護が難しい方が利用する介
護老人福祉施設や、自立を目的にリハ
ビリなどを必要とする方が利用する介
護老人保健施設などの利用料）
□特定入所者介護サービス費（所得の低
い方が施設などに入所されたときに食
費と居住費を支給するもの）
□地域支援事業費（要介護状態にならな
いよう介護予防を行ったり、高齢者の
権利擁護、家族介護の支援などを行っ
たりする事業です）
□高額介護サービス費（介護サービスの
負担額が高額になったときに支給する
ものです）
□基金積立金など（介護保険財政のため
の積み立て金などです）

パブリック
コメント

特定入
所者介

護サー
ビス費

（３％
）

介護給
付費（

９２％）

地域支
援事業

費（２
％）

高額介
護サー

ビス費
（１％

）

基金積
立金な

ど（２
％）

６５歳以上の方が支払った
介護保険料の使途別割合


